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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第95期

第２四半期
連結累計期間

第96期
第２四半期
連結累計期間

第95期

会計期間
自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日

自 平成26年12月１日
至 平成27年５月31日

自 平成25年12月１日
至 平成26年11月30日

売上高 (千円) 5,510,671 5,359,915 10,593,400

経常利益 (千円) 99,047 111,287 172,242

四半期(当期)純利益 (千円) 75,732 115,444 116,877

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 15,437 272,298 100,036

純資産額 (千円) 3,945,968 4,293,783 4,030,567

総資産額 (千円) 11,486,204 12,170,772 11,437,576

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 4.44 6.78 6.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.2 35.2 35.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 529,194 107,553 434,117

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △10,668 △99,151 △108,272

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,702 20,854 △241,347

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,787,913 1,380,902 1,351,624
 

　

回次
第95期

第２四半期
連結会計期間

第96期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日

自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.22 4.31
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、政府や日銀の経済政策や金融緩和政策による景気の下支え

効果もあり、緩やかな回復傾向が見られました。しかしながら円安の進行に伴う輸入原材料や商品の仕入価格

の高騰、消費者の低価格・節約志向により、先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループはオフィスのリニューアル案件、大型移転案件や医療・高齢者福祉関

連施設等に対し積極的な提案セールスを推進するとともに、品質向上、コスト削減並びに納期短縮に取り組み

ました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,359百万円（前年同四半期比2.7％減）、営業利益は

146百万円（前年同四半期比5.1％増）、経常利益は111百万円（前年同四半期比12.4％増）、四半期純利益は

115百万円（前年同四半期比52.4％増）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。　

［家具関連］　

（事務用家具部門）　

オフィス家具市場は、金融機関等の家具リニューアル案件やＩＴ関連業界等の大型移転案件、教育関連施設

および医療関連施設案件等への積極的な営業展開に努めましたが、円安による輸入商品及び原材料のコスト・

アップ等により厳しい営業展開となり、売上高は前年同四半期を下回りました。

（家庭用家具部門）　

家庭用家具部門では、主力商品である学習家具の通年販売、新型SOHOデスク・ベッド等の販売に取り組みま

したが、年々就学児童数が減少する厳しい市場環境が続いております。また、消費税増税後の家具市場の需要

の落ち込みや急激な円安による調達コスト・アップの影響を大きく受け、売上高は前年同四半期を下回る結果

となりました。

その結果、家具関連の売上高は3,294百万円（前年同四半期比4.1％減）、セグメント利益（営業利益）は38

百万円（前年同四半期比16.7％減）となりました。

［建築付帯設備機器］

（建築付帯設備他部門）　

全国的に医療福祉施設の老朽化に伴う建替え需要案件と耐震化による改築・リニューアル案件が当第２四半

期累計期間も引き続き高い水準で設計・建設されています。当社の主力商品である懸垂式引戸「アキュドアユ

ニット」につきましても、機能性・耐久性に高い評価を受け受注は順調に推移いたしました。

　また病院向けの医療ガスアウトレット／情報端末内蔵式設備「メディウォード・ユニット」につきまして

も、昨年度の医療設備機器展（ＨＯＳＰＥＸ）において新タイプを発表し積極的にスペック・イン活動を展開

しました結果、売上高は前年同四半期を上回りました。
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（クリーン機器他設備機器部門）　

クリーン機器他設備機器部門では、前年より継続して納入しておりました大手銀行向け特殊小型空調機の設

備工事が順調に推移し、生産量、販売額は増加いたしました。一方主力製品のクリーン機器につきましては新

製品の開発に鋭意取り組み受注拡大に努めましたが、工期遅延等の影響により受注高は減少し、売上高は前年

同四半期を下回りました。

その結果、建築付帯設備機器の売上高は2,065百万円（前年同四半期比0.5％減）、セグメント利益（営業利

益）は242百万円（前年同四半期比7.3％増）となりました。　

 

（2）財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間の総資産は12,170百万円となり、前連結会計年度末に比べて733百万円増加いた

しました。この主な要因は受取手形及び売掛金が476百万円、投資有価証券が184百万円増加したこと等による

ものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間の負債は7,876百万円となり、前連結会計年度末に比べて469百万円増加いたしま

した。この主な要因は支払手形及び買掛金が102百万円、流動負債のその他が272百万円増加したこと等による

ものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間の純資産は4,293百万円となり、前連結会計年度末に比べて263百万円増加いたし

ました。この主な要因は利益剰余金が115百万円、その他有価証券評価差額金が111百万円増加したこと等によ

るものであります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動による

資金の増加107百万円、投資活動による資金の減少99百万円、財務活動による資金の増加20百万円となったこ

と等により、前連結会計年度末に比べ、29百万円増加し1,380百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益138百万円、減価償却費114百万円、仕入

債務の増加133百万円等による資金増加要因と売上債権の増加240百万円等による資金減少要因の結果、107百

万円の資金増加（前年同四半期は529百万円の増加）となりました。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出78百万円、投資有価証券の取得によ

る支出57百万円等による資金減少要因と投資有価証券の売却による収入66百万円等による資金増加要因の結

果、99百万円の資金減少（前年同四半期は10百万円の減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入（純額）251百万円等による資金増加要因と

短期借入金の返済による支出（純額）181百万円、その他の財務活動による支出40百万円等による資金減少要

因の結果、20百万円の資金増加（前年同四半期は３百万円の増加）となりました。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

（5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は29百万円であります。

なお当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 55,000,000

計 55,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年７月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,571,139 18,571,139
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 18,571,139 18,571,139 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年５月31日 ― 18,571 ― 2,998,456 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

平成27年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

神足泰弘 兵庫県芦屋市 1,770 9.53

くろがね生産持株会 大阪市西区新町１丁目４番24号 864 4.65

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 800 4.30

第一生命保険株式会社
（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１丁目13番１号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

740 3.98

住友生命保険相互会社
（ 常 任 代 理 人 　日 本 ト ラ ス
ティ・サービス信託銀行株式会
社）

東京都中央区築地７丁目18番24号
（東京都中央区晴海１丁目８番11号）

634 3.41

ＢＭＳ株式会社 東京都千代田区神田小川町２丁目５ 629 3.38

神足尚孝 兵庫県芦屋市 600 3.23

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 569 3.06

くろがね従業員持株会 大阪市西区新町１丁目４番24号 556 2.99

エイ・シイ工業株式会社 寝屋川市石津元町10番12号 509 2.74

計 ― 7,673 41.32
 

(注)　当社は、自己株式1,532千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合8.25%）を保有しておりますが、上記

の大株主から除いております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式

1,532,000
 

― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

16,973,000
 

16,973 ―

単元未満株式
普通株式

66,139
 

― ―

発行済株式総数 18,571,139 ― ―

総株主の議決権 ― 16,973 ―

 

 

② 【自己株式等】

平成27年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社くろがね工作所

大阪市西区新町１丁目４番
24号

1,532,000 ― 1,532,000 8.25

計 ― 1,532,000 ― 1,532,000  
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年３月１日から平成

27年５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年12月１日から平成27年５月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人グラヴィタスによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,366,624 1,395,902

  受取手形及び売掛金 ※1，※2  1,825,305 ※1，※2  2,301,491

  商品及び製品 885,678 843,044

  仕掛品 1,274,794 1,307,657

  原材料及び貯蔵品 228,226 251,015

  その他 83,988 94,698

  貸倒引当金 △8,727 △8,957

  流動資産合計 5,655,891 6,184,853

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,655,063 1,598,889

   土地 2,375,281 2,375,281

   その他（純額） 298,314 290,712

   有形固定資産合計 4,328,659 4,264,884

  無形固定資産 54,067 121,874

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,213,057 1,397,378

   その他 199,073 205,456

   貸倒引当金 △13,172 △3,674

   投資その他の資産合計 1,398,959 1,599,160

  固定資産合計 5,781,685 5,985,918

 資産合計 11,437,576 12,170,772

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  1,986,315 ※2  2,089,107

  短期借入金 1,350,900 1,169,100

  1年内返済予定の長期借入金 1,029,620 1,094,186

  未払法人税等 24,794 25,792

  その他 890,241 1,162,735

  流動負債合計 5,281,872 5,540,922

 固定負債   

  長期借入金 1,124,746 1,311,894

  リース債務 103,083 137,628

  役員退職慰労引当金 10,438 10,438

  退職給付に係る負債 352,223 355,445

  再評価に係る繰延税金負債 411,890 372,552

  その他 122,755 148,108

  固定負債合計 2,125,137 2,336,066

 負債合計 7,407,009 7,876,988
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年５月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,998,456 2,998,456

  利益剰余金 317,323 432,767

  自己株式 △157,353 △157,515

  株主資本合計 3,158,426 3,273,708

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 145,712 257,302

  繰延ヘッジ損益 197 46

  土地再評価差額金 714,477 753,814

  その他の包括利益累計額合計 860,387 1,011,164

 少数株主持分 11,754 8,910

 純資産合計 4,030,567 4,293,783

負債純資産合計 11,437,576 12,170,772
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

売上高 5,510,671 5,359,915

売上原価 4,338,106 4,170,545

売上総利益 1,172,564 1,189,370

販売費及び一般管理費 ※  1,033,180 ※  1,042,854

営業利益 139,384 146,515

営業外収益   

 受取利息 56 67

 受取配当金 5,011 5,335

 持分法による投資利益 3,366 5,979

 仕入割引 8,711 8,354

 その他 2,366 1,824

 営業外収益合計 19,513 21,562

営業外費用   

 支払利息 39,310 32,997

 支払手数料 10,759 14,550

 その他 9,779 9,242

 営業外費用合計 59,849 56,791

経常利益 99,047 111,287

特別利益   

 固定資産売却益 429 -

 投資有価証券売却益 30,584 28,084

 負ののれん発生益 - 163

 特別利益合計 31,014 28,248

特別損失   

 固定資産除却損 316 1,088

 電話加入権評価損 463 -

 投資有価証券評価損 33,449 -

 特別損失合計 34,230 1,088

税金等調整前四半期純利益 95,831 138,446

法人税、住民税及び事業税 17,153 16,936

法人税等調整額 △5 △10

法人税等合計 17,148 16,926

少数株主損益調整前四半期純利益 78,683 121,520

少数株主利益 2,950 6,076

四半期純利益 75,732 115,444
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 78,683 121,520

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △62,641 111,543

 繰延ヘッジ損益 △642 △151

 土地再評価差額金 - 39,337

 持分法適用会社に対する持分相当額 37 47

 その他の包括利益合計 △63,246 150,777

四半期包括利益 15,437 272,298

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 12,486 266,221

 少数株主に係る四半期包括利益 2,950 6,076
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 95,831 138,446

 減価償却費 123,209 114,875

 有形固定資産売却損益（△は益） △429 -

 有形固定資産除却損 316 1,088

 電話加入権評価損 463 -

 投資有価証券売却損益（△は益） △30,584 △28,084

 投資有価証券評価損益（△は益） 33,449 -

 負ののれん発生益 - △163

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,403 232

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,338 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △19,794

 受取利息及び受取配当金 △5,068 △5,403

 支払利息 39,310 32,997

 為替差損益（△は益） 2 △21

 持分法による投資損益（△は益） △3,366 △5,979

 売上債権の増減額（△は増加） 495,427 △240,155

 たな卸資産の増減額（△は増加） △83,661 △13,107

 仕入債務の増減額（△は減少） △57,607 133,971

 未払消費税等の増減額（△は減少） △15,930 25,824

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △21,704 △1,221

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 7,555 17,251

 その他 △1,783 △228

 小計 585,173 150,528

 利息及び配当金の受取額 5,237 5,403

 利息の支払額 △36,909 △32,547

 法人税等の支払額 △24,307 △15,831

 営業活動によるキャッシュ・フロー 529,194 107,553

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △5,000 △5,000

 定期預金の払戻による収入 5,000 5,000

 有形固定資産の取得による支出 △21,460 △78,216

 有形固定資産の除却による支出 - △639

 有形固定資産の売却による収入 429 -

 無形固定資産の取得による支出 △2,384 △10,880

 投資有価証券の取得による支出 △61,303 △57,354

 投資有価証券の売却による収入 87,664 66,277

 貸付けによる支出 △1,030 △1,225

 貸付金の回収による収入 1,148 1,895

 投資その他の資産の増減額（△は増加） △13,732 △19,008

 投資活動によるキャッシュ・フロー △10,668 △99,151
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 2,820,000 2,970,000

 短期借入金の返済による支出 △2,876,800 △3,151,800

 長期借入れによる収入 650,000 840,000

 長期借入金の返済による支出 △542,568 △588,285

 自己株式の取得による支出 △54 △161

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △8,006

 少数株主への配当金の支払額 △750 △750

 その他の支出 △46,123 △40,141

 財務活動によるキャッシュ・フロー 3,702 20,854

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 21

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 522,226 29,278

現金及び現金同等物の期首残高 1,265,687 1,351,624

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,787,913 ※  1,380,902
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 手形割引高及び裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年５月31日)

受取手形割引高 860,283千円 554,032千円

受取手形裏書譲渡高 296,055 〃 197,096 〃
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年５月31日)

受取手形 4,166千円 5,116千円

支払手形 267,937 〃 268,604 〃
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
至 平成27年５月31日)

荷造及び発送費 194,014千円 252,671千円

給料及び手当 358,728 〃 355,371 〃

退職給付費用 16,815 〃 18,653 〃

減価償却費 34,712 〃 34,336 〃

貸倒引当金繰入額 13,760 〃 230 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
至 平成27年５月31日)

現金及び預金 1,802,913千円 1,395,902千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△15,000 〃 △15,000 〃

現金及び現金同等物 1,787,913千円 1,380,902千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２家具関連

建築付帯
設備機器

計

　売上高      

　　外部顧客への売上高 3,434,382 2,076,289 5,510,671 ― 5,510,671

　　セグメント間の内部
　　売上高または振替高

― ― ― ― ―

計 3,434,382 2,076,289 5,510,671 ― 5,510,671

　セグメント利益 46,128 225,794 271,923 △132,539 139,384
 

(注) １　セグメント利益の調整額△132,539千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２家具関連

建築付帯
設備機器

計

　売上高      

　　外部顧客への売上高 3,294,818 2,065,097 5,359,915 ― 5,359,915

　　セグメント間の内部
　　売上高または振替高

― ― ― ― ―

計 3,294,818 2,065,097 5,359,915 ― 5,359,915

　セグメント利益 38,431 242,288 280,719 △134,203 146,515
 

(注) １　セグメント利益の調整額△134,203千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
至 平成27年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 4円44銭 6円78銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 75,732 115,444

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 75,732 115,444

    普通株式の期中平均株式数(株) 17,039,342 17,038,810
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年７月７日

株式会社くろがね工作所

取締役会  御中

 

監査法人グラヴィタス
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　木　田　　　稔　　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　藤　本　　良　治　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社くろが

ね工作所の平成26年12月１日から平成27年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年３月１日

から平成27年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年５月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社くろがね工作所及び連結子会社の平成27年５月31日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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